
●コーナンPRO大塔店
　(佐世保市大塔町 ８ -６２)

×
建設長崎

建設長崎
メンバーズカードが
コーナンPROで
使えます！

税抜お買上額から3％割引

LINE 公式アカウント

友だち募集中
＠062mxajp

LINE の「友だち追加」から、ID
検索するかQRコードをスキャン
してください

全建総連技能者育成基金制度
　全建総連は、組合員の資格取得による技術・技能の向上、技能者育成を支援することを目的に技
能者育成基金制度を創設。２０１８年 ４ 月から資格取得による報奨金制度を実施。
　「資格取得報奨金制度」では、取得した資格に応じ ２千～ １万円を全建総連から申請者（組合）
を通じて組合員の方々へ支給されます（対象資格は下表を参照）。

◎申請方法
　①資格取得報奨金制度申請書（※要印鑑持参）
　②資格取得を証明する書類（合格証書、修了証明書等）
　　以上を組合（各支部事務所）へ提出して申請を行って下さい。

◎申請時の注意点
　・受講時に組合員であること。
　・組合費等の滞納（ ３ヶ月以上）がないこと。
　・申請期限は資格取得から ３年以内。

【対象資格】
●区分 １：10, 000円
一級建築士、設備設計一級建築士、構造設計一級建築士、単一等級技能士、一級技能士（※ １）、一級施工管理技
士（技術検定試験）、第一種電気工事士、電気主任技術者（第一種、第二種）、電気通信主任技術者、給水装置工事
主任技術者、登録基幹技能者（全職種）

●区分 ２：5, 000円
二級建築士、木造建築士、二級技能士（※ １）、二級施工管理技士（技術検定試験）、第二種電気工事士、電気主任
技術者（第三種）、電気通信工事担任者、職業訓練指導員免許（※ ２）、測量士、建築設備士、消防設備士、建築仕
上改修施工管理技術者、道路標識点検診断士、発破技士、火薬類取扱保安責任者、消防設備点検資格者、海上起重
作業管理技士、基礎施工士、 １級エクステリアプランナー、ジェットグラウト技士、第一種冷媒フロン類取扱技術
者、運動施設施工技士、排水設備工事責任技術者、配水管工技能者、金属屋根工事技士、認定ログビルダー、プレ
ハブ建築マイスター、日本ウレタン断熱協会品質管理責任者、 １級建築測量技能者、一級圧入施工技士、解体工事
施工技士、 １級計装士、 ２級計装士、外壁仕上 １級技能者、公害防止管理者一般粉じん（◆2025年 ６ 月27日取得分
から適用）、窯業系サイディング施工士、蟻害・腐朽検査士、総合防犯設備士、PVマスター施工技術者、グラス
ウール充填断熱施工技術マイスター（◆2025年 ７ 月28日取得分から適用）

●区分 ３：2, 000円／作業主任者
ガス溶接、コンクリート破砕器、ずい道等の覆工、ずい道等の掘削等、採石のための掘削、鋼橋架設等、コンク
リート橋架設等、特定化学物質及び四アルキル鉛等、鉛、木材加工用機械、地山の掘削及び土止め支保工、型枠支
保工の組立て等、足場の組立て等、建築物の鉄骨の組立て等、木造建築物の組立て等、コンクリート造の工作物の
解体等、酸素欠乏・硫化水素危険、有機溶剤、石綿、金属アーク溶接等
　※2026年 ３ 月分（2026年 ２ 月15日以降の申請分）で区分 3の助成が終了となります
　※支部窓口での申請は2026年 １ 月末までとさせていただきます

要
請
先
は

「
財
務
省
」「
厚
生
労
働
省
」

　
建
設
業
で
働
く
仲
間
の
健
康

と
暮
ら
し
を
支
え
る
「
建
設
国

保
」。
そ
の
制
度
を
守
る
た
め
、

今
年
も
全
国
の
建
設
労
働
組
合

で「
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
」が
始
ま

り
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
や
財

務
省
に
向
け
て
、
組
合
員
や
そ

の
家
族
が
手
書
き
の
ハ
ガ
キ
で

思
い
を
届
け
る
取
り
組
み
で
す
。

　

建
設
国
保
は
、私
た
ち
の
保

険
料
と
国
の
補
助
金
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。も
し
補
助
金
が

減
ら
さ
れ
れ
ば
、保
険
料
の
負
担

が
増
え
、安
心
し
て
働
く
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。だ

か
ら
こ
そ
、現
場
の
声
を
国
に
届

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ハ
ガ
キ
に
は
、
職
種
や
家
族

の
状
況
な
ど
を
記
し
、
手
書
き

で
思
い
を
綴
り
ま
す
。「
夫
は

長
崎
市
で
左
官
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
建
設
国
保
が
あ
る
か

ら
安
心
し
て
働
け
て
い
ま
す
」

と
い
っ
た
声
が
、
制
度
を
支
え

る
力
に
な
り
ま
す
。

　
組
合
で
は
、「
一
人
ひ
と
り
の

声
が
制
度
を
守
る
力
に
な
る
」

と
し
て
、ハ
ガ
キ
は
印
刷
で
は

な
く
手
書
き
で
、所
属
支
部
を

通
じ
て
提
出
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。こ
の
行
動
は
、毎

年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
全
国
で

展
開
さ
れ
て
お
り
、百
万
枚
の

ハ
ガ
キ
が
集
ま
り
ま
す
。
建
設

国
保
は
、現
場
で
働
く
私
た
ち

の
命
と
健
康
を
守
る
大
切
な
制

度
。み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、

制
度
を
守
り
抜
き
ま
し
ょ
う
。

☆
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
各
支

部
よ
り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

組合員の場合

［予算要求ハガキの文例］［予算要求ハガキの文例］［予算要求ハガキの文例］

奥さんの場合

下記の各文例を参考にしながら仲間のみなさんで
ハガキに思いを込めて記入しましょう !

文例

文例

私
は
長
崎
で
〇
〇
を
し
て
い
ま
す
。

建
設
国
保
は
私
達
に
と
っ
て
大
切
な

「
命
の
綱
」
で
す
。
建
設
国
保
へ
の
補

助
金
は
現
行
水
準
を
確
保
し
て
く
だ
さ

い
。

住
所

　〇
〇
市
△
△
町
〇‐

〇‐

〇

氏
名

　□
□
□
□

私は長崎で〇〇をしています。
建設国保はいのちと健康を守る大

切な制度です。私たちの建設国保

への補助金は現行水準を確保して

ください。
　　　住所　〇〇市△△町
　　　　　　〇‐〇‐〇
　　　氏名　□□□□

私
の
夫
は
長
崎
で
〇
〇
を
し
て
い
ま
す
。

夫
や
子
ど
も
が
安
心
し
て
医
者
に
か
か

れ
る
よ
う
建
設
国
保
へ
の
補
助
金
は
、

現
行
水
準
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所

　〇
〇
市
△
△
町
〇‐

〇‐

〇

氏
名

　□
□
□
□

私の夫は長崎で〇〇をしています。

私達にとっての「命の綱」である

建設国保への補助金は、現行水準

を確保してください。　　　住所　〇〇市△△町
　　　　　　〇‐〇‐〇
　　　氏名　□□□□

●
ハ
ガ
キ
に
自
筆
（
ボ
ー
ル
ペ
ン
）
で
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
職
種
は
具
体
的
に
お
願
い
し
ま
す
。（
例
・
大
工
、
左
官
、
解
体
工
な
ど
）

●
書
き
終
わ
っ
た
ら
ポ
ス
ト
に
は
投
函
し
な
い
で
、
必
ず
所
属
支
部
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

夫の職種を記入してください。

職種を記入してください。

建
設
国
保
を
守
る
た
め
に

　
全
国
で
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
が
ス
タ
ー
ト
‼

　
仲
間
の
声
を
国
へ
届
け
よ
う

　

新
し
く
組
合
に
加
入
さ
れ
た
方
が
、
加
入
後

３
ヶ
月
以
上
在
籍
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
紹
介
者

に
は
謝
礼
金
３
千
円
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
！
令
和
７
年
10
月
～
令
和
８
年
３
月

末
ま
で
の
期
間
限
定
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、

謝
礼
金
を
千
円
ア
ッ
プ
！
紹
介
者
に
は
４
千
円

を
お
渡
し
し
ま
す
。

組
織
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

October
No.724
２０２5年10月１５日

１部２０円　組合員の購読料は組合費に含みます
印刷●㈱昭和堂　TEL095-821-1234

10
発行●長崎県建設産業労働組合　〒852-8021　長崎市城山町１７番５８号　TEL095 -862 -7121　FAX095 -862 -5281　http//www.kensetunagasaki.org/　発行責任者●若杉孝雄　編集人●古井宏樹

ハガキ要請行動
組合員・ご家族の皆様、

ご協力をよろしくお願いします
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令
和
七
年 

各
支
部
大
会
を
開
催 

延
べ
五
六
〇
名
が
参
加
！

　

建
設
長
崎
第
八
十
回
定
期
大
会
を
受
け
て
、
八
月
十
九
日
の
大
村
支
部

大
会
を
皮
切
り
に
、
各
支
部
大
会
が
順
次
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
度
の
経
過
報
告
・
決
算
報
告
、
七
年
度
の
方
針
・
予
算
案
の

提
案
、
新
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
新
た
な
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

中
央
大
浦
支
部

開
催
日	

九
月
三
日
㈬

参
加
者	
三
十
七
名

支
部
長	
馬
渡　
鉄
洋

副
支
部
長	

古
里　
一
紀

〃

	

西
村　
忠
光

〃

	

福
田　
　
修

〃

	

中
島　
茂
貴

〃

	

寺
田　
郁
実

〃

	

木
下　
勝
也

書
記
長	

古
井　
宏
樹

市
南
支
部

開
催
日	

八
月
二
十
九
日
㈮

参
加
者	

三
十
六
名

支
部
長	

山
下　
和
哉

副
支
部
長	

山
下　
洋
二

〃

	

中
島　
善
明

〃

	

山
﨑　
昌
晴

〃

	

一
ノ
瀬　
崇

書
記
長	

松
浦　
優
紀

東
長
崎
支
部

開
催
日	

九
月
二
日
㈫

参
加
者	

三
十
七
名

支
部
長	

里　
　
澄
宏

副
支
部
長	

山
村　
篤
司

〃

	

本
村
美
喜
男

〃

	

本
田　
　
勇

〃

	

帆
足　
為
夫

〃

	

寺
田　
竜
彦

書
記
長	

井
関　
一
幸

佐
世
保
北
支
部

開
催
日	

九
月
五
日
㈮

参
加
者	

三
十
名

支
部
長	

福
田　
栄
治

副
支
部
長	

柚
元　
美
則

〃

	

吉
元　
隆
一

〃

	

松
山　
新
二

〃

	

中
村　
忠
男

書
記
長	

江
頭　
孝
一

佐
世
保
東
支
部

開
催
日	

八
月
二
十
八
日
㈭

参
加
者	

四
十
五
名

支
部
長	

長
島　
則
行

副
支
部
長	

迎　
　
　
稔

〃

	

大
庭　
真
八

〃

	

鴨
川　
浩
樹

〃

	

茅
原　
喜
人

書
記
長	

大
庭　
央
大

佐
世
保
中
央
支
部

開
催
日	

八
月
二
十
九
日
㈮

参
加
者	

五
十
二
名

支
部
長	

本
田　
英
樹

副
支
部
長	

大
島　
𠮷
博

〃

	

松
本　
浩
治

〃

	

梅
里
登
志
夫

〃

	

西
野　
雅
樹

書
記
長	

松
園　
俊
輔

平
戸
支
部

開
催
日	

九
月
四
日
㈭

参
加
者	

二
十
九
名

支
部
長	

岡
田　
　
真

副
支
部
長	

原
田　
仁
志

〃

	

廣
田　
信
治

〃

	

里
美　
　
稔

支
部
担
当	

松
本　
純
一

北
松
支
部

開
催
日	

九
月
九
日
㈫

参
加
者	

三
十
四
名

支
部
長	

福
田　
敏
幸

副
支
部
長	

坂
中　
善
男

〃

	

近
藤　
力
也

〃

	

田
中　
祐
二

書
記
長	

江
頭　
孝
一

浦
上
東
支
部

開
催
日	

九
月
五
日
㈮

参
加
者	

二
十
五
名

支
部
長	

田
崎　
順
一

副
支
部
長	

野
口　
耕
平

〃

	

松
田　
隆
人

〃

	

深
井　
伸
也

書
記
長	

大
賀　
修
司

西
彼
支
部

開
催
日	
九
月
九
日
㈫

参
加
者	
五
十
八
名

支
部
長	

脇
川　
雅
隆

副
支
部
長	

德
永　
八
郎

〃

	

向
井　
文
康

〃

	

石
川　
明
文

〃

	

相
川　
雅
彦

書
記
長	

竹
下　
祐
太

大
村
支
部

開
催
日	

八
月
十
九
日
㈫

参
加
者	

五
十
六
名

支
部
長	

一
瀬　
純
男

副
支
部
長	

金
子　
芳
雄

〃

	

緒
方　
末
広

〃

	

金
水　
　
誠

〃

	

伊
藤　
光
廣

〃

	

髙
取　
征
治

島
原
支
部

開
催
日	

九
月
八
日
㈪

参
加
者	

三
十
一
名

支
部
長	

松
田　
年
市

副
支
部
長	

川
田　
照
重

〃

	

木
之
田
亮
二

〃

	

小
嶺　
栄
助

支
部
担
当	

山
本
祐
一
郎

浦
上
西
支
部

開
催
日	

九
月
三
日
㈬

参
加
者	

四
十
九
名

支
部
長	

村
岡　
広
明

副
支
部
長	

吉
村　
大
介

〃

	

木
下　
広
次

〃

	

川
瀬　
　
彰

〃

	

片
山　
聡
洋

書
記
長	

森　
　
一
公

諫
早
支
部

開
催
日	

九
月
一
日
㈪

参
加
者	

四
十
一
名

支
部
長	

藤
原　
保
弘

副
支
部
長	

後
田　
博
幸

〃

	

林　
　
　
崇

〃

	

村
上　
昌
也

〃

	

辻　
　
啓
人

〃

	

山
田
二
三
男

〃

	

上
町　
三
男

書
記
長	

池
田　
　
剛
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西彼支部

長
与
連
合
分
会
住
宅
デ
ー

�

～
雨
に
も
マ
ケ
ズ
、
研
ぐ
手
を
止
め
ず
～

　
朝
か
ら
文
字
通
り
の
暗
雲
が

た
ち
こ
め
、
雨
が
降
り
そ
う
な

気
配
が
漂
う
九
月
十
四
日
㈰
、

長
与
連
合
分
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
長

崎
せ
い
ひ
長
与
支
店
で
、
毎
年

の
恒
例
行
事
で
あ
る
住
宅
デ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
な
ん
と
か
テ
ン
ト
を
張
る
ま

で
は
も
ち
こ
た
え
て
く
れ
と
祈

る
声
が
天
に
通
じ
た
の
か
、
あ

ら
か
た
の
準
備
が
済
み
、
研
ぎ

始
め
て
か
ら
数
十
分
後
に
ス

コ
ー
ル
の
様
な
激
し
い
雨
。
し

か
し
そ
ん
な
雨
で
も
、
包
丁
を

研
ぐ
手
は
し
っ
か
り
と
動
き
続

け
、
一
本
ま
た
一
本
と
仕
上

が
っ
た
包
丁
が
運
ば
れ
て
い
く

の
で
し
た
。

　
研
ぎ
水
を
準
備
し
な
く
て
も
、

こ
の
降
雨
で
な
ん
と
か
な
っ
た

の
で
は
と
感
じ
る
程
降
っ
た
雨

も
い
つ
し
か
止
み
、
一
転
蒸
し

暑
さ
に
襲
わ
れ
な
が
ら
も
最
後

ま
で
研
ぎ
き
り
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
天
気
だ
っ
た
た

め
か
、
普
段
よ
り
は
少
し
控
え

め
な
一
〇
四
本
の
包
丁
類
が
切

れ
味
を
増
し
て
持
ち
主
の
元
に

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

西彼支部

時
津
連
合
分
会
住
宅
デ
ー

�

～
活
動
絶
や
す
こ
と
な
く
継
承
を
～

　
朝
夕
の
気
温
が
少
し
ず
つ
や

わ
ら
ぎ
、
秋
の
気
配
を
ほ
ん
の

少
し
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
九

月
七
日
㈰
、
時
津
分
会
で
は
恒

例
と
な
っ
た
住
宅
デ
ー
を
支
部

事
務
所
駐
車
場
に
て
実
施
し
ま

し
た
。

　
お
盆
を
過
ぎ
て
も
日
中
の
最

高
気
温
は
三
十
三
度
と
、
ま
だ

ま
だ
猛
暑
が
続
く
中
、
朝
の
涼

し
い
時
間
帯
か
ら
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
で
日
陰
を
つ
く
り
テ
キ
パ
キ

と
準
備
を
済
ま
せ
る
と
、
早
速

包
丁
を
研
ぎ
始
め
ま
す
。

　
研
ぎ
手
は
十
人
と
少
し
、
研

い
だ
包
丁
は
一
六
〇
本
に
も
上

り
ま
し
た
。
前
年
比
で
約
二
倍

も
の
包
丁
を
お
預
か
り
し
た
だ

け
あ
っ
て
、
時
間
い
っ
ぱ
い
ま

で
精
を
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
人
づ
て
で
は
あ
り
ま
す
が
、

「
と
て
も
良
く
切
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
い
っ
た
感
謝

の
声
が
届
く
こ
と
も
あ
っ
て
、

こ
う
し
た
地
域
へ
の
宣
伝
・
還

元
の
機
会
を
絶
や
さ
ず
、
な
ん

と
か
継
続
し
て
い
か
ね
ば
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
大
変
暑
い
中
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。

中
央
大
浦
支
部

日
見
分
会
住
宅
デ
ー

�

～
「
な
ん
と
か
す
る
！
」
腕
の
見
せ
所
～

　
九
月
七
日
、
中
央
大
浦
支
部

日
見
分
会
で
は
分
会
住
宅
デ
ー

を
開
催
。

　
日
見
分
会
で
は
網
場
漁
協
と

芒
塚
公
民
館
の
二
カ
所
で
交
互

に
開
催
を
し
て
お
り
、
今
回
は

網
場
漁
協
が
会
場
と
な
り
ま
し

た
。

　
受
付
の
準
備
を
終
え
る
と
す

ぐ
に
ご
近
所
の
方
が
来
場
さ
れ
、

早
速
包
丁
研
ぎ
が
ス
タ
ー
ト
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
は
、
一
本
一

本
包
丁
の
状
態
を
確
認
し
な
が

ら
、
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
き
ま

し
た
。
途
中
、
剪
定
バ
サ
ミ
や

鎌
な
ど
を
持
っ
て
こ
ら
れ
る
方

も
お
ら
れ
、
本
来
は
お
断
り
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
研
ぎ

手
の
方
が
「
良
か
よ
、
な
ん
と

か
す
る
け
ん
」
と
引
き
受
け
、

見
事
に
研
ぎ
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
他
、
ま
な
板
削
り
の
受

付
も
行
っ
て
お
り
、
傷
だ
ら
け

だ
っ
た
ま
な
板
が
、
機
械
と
鉋

を
使
っ
て
削
ら
れ
、
ま
る
で
新

品
の
よ
う
に
蘇
り
ま
し
た
。

　
九
月
に
入
っ
て
も
ま
だ
ま
だ

猛
暑
が
続
く
中
、
こ
の
日
は
久

し
ぶ
り
に
風
が
吹
い
て
お
り
、

幾
分
作
業
の
助
け
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
汗
を
拭
い
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
作
業
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
様
の
お
か
げ
で

無
事
に
住
宅
デ
ー
を
終
了
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
組
合
員
、

主
婦
会
の
皆
様
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。（
福
島
大
志
）

　
九
月
二
十
七
日
㈯
～
二
十
八

日
㈰
に
か
け
て
、
佐
世
保
東
支

部
の
青
年
部
層
で
熊
本
市
へ
一

泊
二
日
の
旅
行
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
全
体
で
八
名
が
参
加
。
当
日

の
天
気
は
薄
雲
が
掛
か
り
、
稀

に
雨
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
降
る
程
度

で
、
終
始
過
ご
し
や
す
く
天
候

に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
予
定
通
り
九
時
ま
で
に
は
全

員
が
集
合
し
、
旅
の
始
ま
り
に

あ
た
っ
て
、
田
中
和
樹
青

年
部
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

レ
ン
タ
カ
ー
で
支
部
事
務

所
を
出
発
し
ま
し
た
。
高

速
道
路
に
乗
り
向
か
う
は

熊
本
城
。
途
中
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
に
寄
り
休
憩
を
挟

み
な
が
ら
、
お
昼
頃
に
は

目
的
地
の
熊
本
城
に
到
着

し
ま
し
た
。

　
城
内
は
ま
だ
ま
だ
復
興

途
中
で
、
崩
れ
た
ま
ま
の

建
築
物
や
石
垣
が
多
々
あ
り
ま

し
た
。
石
垣
の
大
小
様
々
な
石

に
は
、
墨
出
し
で
番
号
が
振
ら

れ
、
工
事
規
模
が
大
き
く
圧
巻

で
し
た
。
宇
土
櫓
（
う
ど
や
ぐ

ら
）に
於
い
て
は
、櫓
の
全
て
が

解
体
さ
れ
足
場
だ
け
の
状
態
で

し
た
。
堀
や
解
体
さ
れ
た
部
材

を
見
学
し
な
が
ら
、
天
守
閣
に

向
け
て
、
歩
み
を
進
め
ま
し
た
。

　
天
守
内
部
は
綺
麗
に
復
旧
さ

れ
て
お
り
、
作
業
に
携
わ
っ
た

方
の
映
像
、
壁
紙
な
ど
に
は
熊

本
城
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
が
、

観
光
客
が
多
く
な
か
な
か
読
む

こ
と
も
難
し
い
中
で
、
最
上
階

ま
で
昇
り
ま
し
た
。
未
だ
再
建

半
ば
で
、
立
入
規
制
区
域
も
多

く
、
震
災
の
爪
痕
の
大
き
さ
を

感
じ
つ
つ
も
、
今
し
か
見
れ
な

い
リ
ア
ル
な
復
興
現
場
を
記
憶

に
刻
み
、
ル
ー
ト
を
辿
り
見
学

を
終
え
ま
し
た
。

　
お
昼
は
赤
牛
丼
を
食
べ
る
た

め
に
、
熊
本
城
近
く
の
城
彩
苑

へ
移
動
し
ま
し
た
。
こ
こ
も
観

光
客
が
ひ
し
め
き
、
十
組
待
ち
、

席
に
通
さ
れ
る
ま
で
四
十
分
程

掛
か
り
、
そ
の
間
に
お
土
産
の

散
策
や
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

予
定
よ
り
お
昼
の
時
間
が
遅
れ

て
し
ま
っ
た
為
、
他
の
観
光
地

へ
行
く
時
間
が
な
く
、
そ
の
ま

ま
ホ
テ
ル
へ
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。

　
そ
の
後
、
居
酒
屋
で
熊
本
名

物
の
馬
刺
し
、
お
酒
を
堪
能
し
、

長
い
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。
翌

日
、
買
い
損
ね
た
お
土
産
を
買

い
な
が
ら
、
支
部
事
務
所
へ
と

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
旅
の
最

後
は
岩
永
康
利
副
部
長
に
締
め

て
い
た
だ
き
、
無
事
に
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

田
中
部
長
に
は
、
レ
ン
タ

カ
ー
の
手
配
か
ら
旅
行
中
の
運

転
ま
で
対
応
い
た
だ
き
、
お
か

げ
さ
ま
で
快
適
に
安
全
に
旅
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
支
部
青
年
部
の
活

動
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
皆
様
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

島原支部

主
婦
会 

手
芸
工
作
教
室

�

～
色
と
り
ど
り
の
リ
ボ
ン
で
ア
イ
デ
ア
を
形
に
～

　
九
月
六
日
㈯
主
婦
会
七
名
の

参
加
で
工
作
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
ま
ず
初
め
に
、
チ
ャ
ー
ム
付

き
の
リ
ボ
ン
を
作
り
ま
し
た
。

五
十
種
類
程
あ
る
リ
ボ
ン
の
中

か
ら
好
み
の
柄
や
色
を
四
本
選

び
、
配
置
を
決
め
て
そ
れ
ぞ
れ

の
長
さ
に
切
り
ま
す
。

　
リ
ボ
ン
を
折
り
両
面
テ
ー
プ

で
固
定
し
、
結
び
目
の
所
に

チ
ャ
ー
ム
を
通
し
て
グ
ル
ー
ガ

ン
で
し
っ
か
り
と

固
め
完
成
で
す
。

次
は
チ
ャ
ー
ム
の

代
わ
り
に
安
全
ピ

ン
や
輪
ゴ
ム
を
付

け
て
作
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
最
初
は

色
選
び
が
難
し
く
、

決
め
る
の
に
時
間

が
掛
り
ま
し
た
が
一
個
完
成
し

た
ら
、
次
は
こ
の
色
に
し
て
み

よ
う
か
な
？
と
ア
イ
デ
ア
が
浮

か
ん
で
き
て
、
次
々
に
可
愛
い

リ
ボ
ン
が
出
来
上
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
自
分
の
分
、

こ
っ
ち
は
孫
の
分
、
と
楽
し
そ

う
に
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
終
了
後
は
、
完
成
し
た
作
品

を
前
に
お
茶
と
お
菓
子
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
主
婦
会
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　
次
回
は
十
一
月
後
半
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
下
さ
い
。

晩
夏
の
住
宅
デ
ー　

地
域
へ
の
奉
仕
活
動
を
通
し
組
織
を
Ｐ
Ｒ

【
参
加
者
】　
敬
称
略
・
順
不
同

岩
崎
喜
三
郎　
　
中
尾　
　
豊

井
手　
　
保　
　
砂
川
健
二
郎

髙
木
栄
八
郎　
　
植
田　
秀
之

嶋
本　
清
孝　
　
濱
本　
勝
之

林
田　
浩
治　
　
菅
高　
秀
明

川
久
保
博
幸　
　
脇
川　
雅
隆

森　
　
康
之　
　
毎
熊　
明
夫

中
本　
和
秀　
　
宮
城　
　
忍

森　
　
佳
美　
　
濱
本　
久
枝

砂
川　
真
理　
　
中
本
瑠
蘭
華

佐
藤
委
員
長　
　
若
杉
書
記
長

【
参
加
者
】　
敬
称
略
・
順
不
同

脇
川　
雅
隆　
　
岩
崎
喜
三
郎

井
手　
　
保　
　
石
川　
明
文

中
村　
健
一　
　
毎
熊　
明
夫

溝
上　
智
志　
　
松
林　
　
敏

宮
崎　
達
志　
　
佐
舗　
　
洋

岩
永　
亀
雄　
　
林　
　
文
則

本
村　
繁
人　
　
山
口　
政
好

迫　
　
貴
幸　
　
松
川　
博
幸

中
山　
淳
一　
　
脇
川　
大
奨

中
村　
秀
徳　
　
砂
川
健
二
郎

川
久
保
博
幸　
　
松
川
由
美
子

石
田
特
別
職
役
員　
　
田
中
利
江
子

【
参
加
者
】　
敬
称
略
・
順
不
同

福
島　
大
志　
　
西
村　
忠
光

石
橋　
廣
喜　
　
岩
永　
宗
隆

馬
渡　
鉄
洋　
　
太
田　
俊
一

大
町　
　
誠　
　
田
森　
　
勝

林　
　
次
夫　
　
内
野　
幸
雄

坂
口　
忠
義　
　
竹
崎　
初
雄

大
町
き
み
子　
　
田
森
ス
ミ
子

石
橋　
秋
代　
　
永
瀬
亜
衣
梨

佐
藤
委
員
長　
　
若
杉
書
記
長

佐世保東支部

青年部旅行会 in 熊本
～熊本の復興と
� これからに思いを馳せ～
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国

保

だ

よ

り

長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進を
図るため「指定温泉利用料金の割引及び補助制度」
を実施しています。ぜひご利用下さい。

■利用料金の割引
　指定温泉と契約し、規定料金より安い料金で利用
できます。

■利用料金の補助
　（小人料金には、割引はありません。）
　補助券により、割引料金より更に安い料金で利用
できます。
　規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金
　割引後の料金－補助券（３００円）＝利用者負担金
・長建国保加入組合員（年間２０枚）
　組合のみ加入（年間 ６ 枚）
※支部事務所で申し込んで下さい。（要：印鑑）
※詳細については各支部事務所へお問い合わせ下さ

い。

■指定温泉施設の入浴料割引　
� 及び補助制度■

補助券

メンバーズカード

受診無料 特定健診を受けましょう！！
個人で受ければ※8,080円もかかる検査が無料です！

※令和７年度集合契約の金額となっております。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、特定健診受診者数は減少していま
す。健診の最大の目的は「病気の早期発見」です。しかし、受診しないままだ
と、早期に発見されるはずの病気が放置され、気づいた時には病状が進行、重
症化してしまう恐れがあります。現在、健診機関では、３つの「密」を可能な
限り回避する、マスク着用を原則とするなど、きめ細かな感染予防対策を講じ
ています。今年度の健診をまだ受診されていない方は、ぜひ年度内に受診して
ください。

受診できる医療機関
組合指定の医療機関

（「特定健診実施機関一覧表」に記載されている
医療機関）
※一覧表に記載されていない健診機関では受診することができません。

申込方法 ご希望の医療機関へ直接申込・ご予約を
お願いします。

健診受診に必要なもの ○受診券（ピンク色） ○質問票
○マイナ保険証 or 資格確認書

健診の検査内容 ・問診 ・身体計測 ・検尿 ・血圧 ・血液検査

特定健診でわかる
生活習慣病

・高血圧病 ・脂質異常症 ・肝硬変 
・動脈硬化 ・腎臓病 ・腎不全 ・糖尿病 ・痛風
・アルコール性肝臓病

自己負担 受診券にて受診した場合に限り自己負担はありま
せん。

受診できる期間 今年度の特定健診受診券の有効期限は
令和８年３月31日までとなっております。

※受診券を紛失された方は各所属支部、または長建国保までご連絡ください。
【長建国保 TEL】095-862-8463

各種届出（被保険者の取得、喪失、住所変更等）は
これまで通り所属支部での手続きが必要になります

　結婚や出産、退職などで扶養家族が増えた、あるいは就職や結婚、
死亡や世帯分離等で扶養家族が減った、住所や氏名が変わったなど、
組合員世帯に異動があった時は、14日以内に届出が必要です。
　資格の取得、喪失の届出が遅れてしまいますと、マイナンバーに
紐づく資格情報について更新が行われず、扶養家族の保険料を遡っ
て納付いただいたり、保険料の返還が受けられない場合があります
ので、お届け忘れが無いよう、ご確認いただき、該当される場合は
速やかに所属支部にて手続きをお願いします。

こんなときは手続きが必要です！
○家族が市町村国保から長建国保へ加入するとき
○家族が会社（社会保険）を退職し、長建国保へ加入するとき
○出産したとき
○長建国保を脱退するとき
○就職等で健康保険に加入したとき
○市町村国保に加入するとき
○被保険者が死亡したとき
○修学や介護等施設入所以外の理由で組合員世帯から転出したとき
○住所、氏名が変わったとき
○被保険者証、を紛失、破損したとき
○修学のため自宅を離れる場合
○介護、福祉施設等に長期入所、（入園）する場合
○組合員が法人として事業を行うようになったとき
○保険料の賦課区分に変更が生じたとき
○�40～65歳未満（介護第２号被保険者）で国が定める介護適用除
外施設に入所するとき

※お手続きによっては提出していただく書類がございますので、ご不明な点等
ございましたら、所属支部、または長建国保までお問合せ下さい。

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表
※規定料金は告知なく変更される場合がございます。正確な料金は各温泉施設までお問合せ下さい。

2025.10.1 現在

消費税
10％ 指定温泉名称 利用区分 温泉施設内

場所
平日料金

規定料金
割引料金

メンバーズカード
提示

補助券の額
（温泉券利用）

利用者負担
（自己負担）

所在地
電話番号休日料金

長
　
崎
　
・
　
西
　
彼
　
地
　
区

稲佐山温泉 
アマンディ 大人 830円 ▲30円 ▲300円 500円 長崎市曙町39-38 

095-862-5555

i＋Land nagasaki 
 

（旧）やすらぎ伊王島
大人

ホテル側
平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

長崎市伊王島町１丁目3277-7 
095-898-2202

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

しまかぜ
平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円
休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

喜道庵 大人 1,000円 － ▲300円 700円 西彼杵郡長与町岡郷2762-1 
095-887-4126

道の尾温泉 大人 800円 － ▲300円 500円 西彼杵郡長与町高田郷284 
095-856-2631

ゆりの温泉 大人

発券機で割
引後の金額
ボタンを押
してくださ

い。

平日
650円 ▲50円

メンバーズカードの提示 － 600円

西彼杵郡長与町高田郷2289-2 
095-856-2617

650円 ▲50円
メンバーズカードの提示 ▲300円 300円

休日
800円 ▲50円

メンバーズカードの提示 － 750円
800円 ▲50円

メンバーズカードの提示 ▲300円 450円

県
　
央
　
地
　
区

サンスパ 
おおむら　ゆの華 大人 　

　
　
　 820円

▲120円
【メンバーズカード

有無に関わらず】
▲300円 400円 大村市森園町663-3 

0957-50-1126

青雲荘 大人 　 　 880円 － ▲300円 580円 雲仙市小浜町雲仙500-1 
0957-73-3273小地獄温泉館 大人 　 　 500円 － ▲300円 200円

望洋荘

大人（高校生以上） 
［ ７：30～16：30］ 　 　 550円 － ▲300円 250円

雲仙市小浜町南本町10 
0957-74-3141

大人 
［16：30～21：30］ 330円 － ▲300円 30円

雲仙市にお住いの方のみ 
（保険証・運転免許証をご提示ください） 

大人（60歳以上）［ ７ ：30～21：30］
209円 差額は返金されません。 ０円

いいもり月の丘 大人 　 　 520円 － ▲300円 220円 諫早市飯盛町平古場279番地 
0957-28-4141

県
　
北
　
地
　
区

国民宿舎　くじゃく荘 大人 　 　 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷272 
0956-82-2661

川棚大崎温泉 
しおさいの湯 大人 　 　 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷237 

0956-82-6868
ザ・パラダイス

ガーデンサセボ（※１） 大人 　 　 900円 － ▲300円 600円 佐世保市崎岡町853-12 
0956-39-4800

ホテルローレライ 
ばってんの湯（※１） 大人 　 800円 ▲160円 ▲300円 340円 佐世保市南風崎町449 

0956-59-3939

はさみ温泉 
湯治楼

大人 平日 800円 － ▲300円 500円 東彼杵郡波佐見町長野郷558-3 
0956-76-9008大人 　 土・日・祝 850円 － ▲300円 550円

鹿町温泉　やすらぎ館 大人 　 　 660円 － ▲300円 360円 佐世保市鹿町町土肥ノ浦169-2 
0956-66-2617

平戸たびら温泉 
サムソンホテル 大人 　 　 1,000円 － ▲300円 700円 平戸市田平町野田免210-6 

0950-57-1110
（※１）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。
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